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本研究の目的は､ｻｲﾊﾞ-ｽﾍﾟ-ｽをより多様な人々に開かれたｺﾐｭﾆｹ-ｼﾖﾝ

空間とすることが可能となる身振りの実時間認識技術の開発である｡実際､身振りの実

時間追跡･認識技術は､仮想硯実感やｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｲﾝﾀﾗｸｼﾖﾝなど､利用者の非

言語情報に基づいて即時的に応答するｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑの構築に不可欠であ

る｡特に､仮想硯実感環境においては､利用者の位置･姿勢･動作といった身振りによ

り伝達される情報が遅延なしにｼｽﾃﾑ側に反映されることが､利用者を仮想現実世界

に没入させるためにも重要である｡従来､身振りの計測手段には､ｸﾞﾛ-ﾌﾞ型ｾﾝｻや

磁気式ｾﾝｻなどの装着型ｾﾝｻとCCDｶﾒﾗなどの非接触型ｾﾝｻが利用されて

きた｡しかし､装着型ｾﾝｻの利用は､計測範囲が限走される､また利用者がｼｽﾃﾑ

に物理的に拘束される､仝身で表硯されるような身振りを計測する場合には複数のｾﾝ

ｻを装着する必要がある､複数の利用者が同時に便用する場合には計測装置自体の購入

ｺｽﾄの増大する､など多くの間題が生じる｡

本論文では､以上の背景を考慮して､利用者の身振りを非接触かつ非拘束で視覚的に認

識する画像処理による認識手法を提案する｡本論文は以下の6章からなる｡

第1章では研究のﾓﾁﾍﾞ-ｼｮﾝと従来の身振り認識研究が紹介され､その間題点に

ついて記述している｡第2章では､認識の村象となる身振りの種類や性質に依存しない

広範囲の認識を可能にする多注視点身振り認識法を提案している｡第3章では､多注視

点身振り認識法では村応が困難な高速処理について考察し､多注視点選択制御法を提案

している｡第4章では､提案手法が検索ｼｽﾃﾑの身振りｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽとして有効

であることを検証している｡第5章では､画像認識技術を基礎とする身振りｲﾝﾀ-ﾌ

ｪ-ｽの実用化する上での課題を考察し､第6章の結論では本研究を総括し､研究成呆

と将来的展望を記述している｡



｢叶巾島俊そ｣
(論文審査結果の要旨

本論文は､急速に普及する情報ｼｽﾃﾑにｱｸｾｽするためのｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽを如

何に実硯すべきかという間題に村する解法を､人間の身振り認識技術の研究を通じて提

示した､次世代入ｶｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽの先端的な研究論文である｡硯在､予め決められ

た身振り動作で情報ｼｽﾃﾑにｱｸｾｽできる認識技術が開発されつつあるが､本研究

は､身振り動作自体を登録し､さまざまな身振り動作の組合せで情報ｼｽﾃﾑにｱｸｾ

ｽすることを目的としており､登録時に注目する場所や注視点の個人的なばらつきを積

極的に利用して認識処理を高速化する手法の開発を追求した本論文の成果は､以下の2

点に要約される｡

1.動画像から身振り動作速度や動作振幅を身振り情報として抽出し､任意人物の

不特定身振り動作の認識を可能にする多注視点身振り認識法を提案した｡また､

提案手法の衣服･身振りの種類･動作の個人変動に対する頑強性を実証するた

めの評価実験がなされ､広範囲な身振り認識が可能であったことが検証されて

いる｡

2.認識処理速度の向上に貢献する注視点の選択手法について考察し､注視点ｺﾝ

ﾄﾛ-ﾗを考案することにより､画像計測ﾌﾚ-ﾑﾚ-ﾄ変動に村するﾛﾊﾞｽ

ﾄ性をもった多注視点選択制御法を提案した｡また､評価実験の結呆､ 64種類

の手話動作が1ﾌﾚ-ﾑあたり約5ms (市販のﾗﾂﾌﾟﾄｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭ-ﾀで

の実測値)で処理できることを明らかにした｡

以上述べたように､本論文は､画像認識技術に基づく身振りｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽの実硯に

必要な課題を整理し､動作の多様性と個人差の間題を解決する身振り認識手法を提案し､

実際に､画像ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ検索のための身振りｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽを試作して､提案手法

を評価した実証研究である｡これらの研究成呆は､学会論文誌1件､査読付国際学会2

件として公表されていることを鑑みると､次世代入ｶｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽの研究を推進す

る上で､学術面での貢献は大きいと認めることができる｡また､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上のｺ

ﾝﾃﾝﾂ検索のｱｸｾｽﾂ-ﾙとしての有用性が高いことから､ 21世紀の社会的ﾆ-

ｽﾞ応える真の実用研究としての貢献も大きいことを示している｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


